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   三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等の変更について 

 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第８条第１項ただし書の規定に基

づく委員及び役員等の変更があったため、同条第３項の規定に基づき、別紙のと

おり報告する。 

第１号報告 



 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等の変更について 

 

                         （順不同、敬称略） 

 （令和３年４月５日現在） 

【常任委員】 

所属機関、団体 役職等 新任者 前任者 

いなべ市自治会連合会 会長 岩花 明 三輪 敏明 

一般社団法人いなべ市芸術文化協会 事務局長 川瀬 清秀 岸本 勝哉 

いなべ市校長会 会長 森 憲治 山下 秀人 

いなべ市総務部 部長 小林 治夫 水谷 喜広 

いなべ市福祉部 部長 日紫喜隆一 伊藤 俊樹 

いなべ市健康こども部 部長 出口 美紀 舘 康平 

いなべ市農林商工部 部長 杉本 剛 岡本 浩一 

【委員】 

所属機関、団体 役職等 新任者 前任者 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 事務局長 藤野 芳次 岡 忠義 

いなべ市ＰＴＡ連合会 会長 児玉 吏 和田 晶博 

いなべ市ＰＴＡ連合会 母親代表 三輪 智子 多湖 洋子 

いなべ市保育園長会 会長 佐藤なぎさ 橋爪 直美 

いなべ市商工会青年部 部長 小林 聖仁 日紫喜大介 

いなべ市商工会女性部 部長 水貝千寿子 上地 智重 

公益社団法人いなべ市シルバー人材センター 理事長 渡邉 良造 渡辺 勇 

一般社団法人ガールスカウト三重県連盟第 12団 団委員長 馬場 路子 ― 

一般社団法人ガールスカウト三重県連盟第 12団 副連盟長 ― 中野ひとみ 

一般社団法人三重県タクシー協会 北勢支部 支部長 中島 嘉治 長野 成司 

株式会社ＪＴＢ 三重支店 支店長 中野 浩明 木崎 真樹 

中部電力パワーグリッド株式会社 桑名営業所 所長 大西 正人 山口 房江 

ソフトバンク株式会社 地域ＣＳＲ部 参与 吉良 太 伊藤 尚文 

【参与】 

所属機関、団体 役職等 新任者 前任者 

いなべ市議会 議員 ― 川瀬 利夫 

三重テレビ放送株式会社 報道制作局長 小川 秀幸 ― 

三重テレビ放送株式会社 報道制作部副部長 ― 坊農 秀治 

株式会社中部経済新聞社 三重支社 支社長 片桐 芳樹 坂本 和優 

株式会社中広 三重支社 支社長 浅田 太郎 ― 

株式会社中広 三重支社 支社次長 ― 丹羽 将隆 

【監事】 

所属機関、団体 役職等 新任者 前任者 

いなべ市 会計管理者 多湖 康子 和波 孝明 

 

別紙 



ハンドボール競技（少年男子） 

自転車（ロード・レース）競技 

 

   三重とこわか国体いなべ市開催競技及び会期等について 

 

１ 開催競技 

開催競技 開催形式 種別 競技会場 

ハンドボール 

共催 

（鈴鹿市） 

（伊賀市） 

 

 

少年男子 

 

 

員弁運動公園体育館 

いなべ市立北勢中学校体育館 

自転車 

（ロード・レース） 

共催 

（四日市市） 

 

成年男子 

少年男子 

女子 

 

いなべ市特設ロードレースコース 

 

２ 競技別会期 

開催競技 競技会場 会期 

ハンドボール 

員弁運動公園体育館 
令和３年９月25日(土)から 

令和３年９月28日(火)まで 

いなべ市立北勢中学校体育館 令和３年９月25日(土) 

自転車 

（ロード・レース） 
いなべ市特設ロードレースコース 令和３年10月3日(日) 

 

３ 競技の紹介 

 

 

  １チーム７人（１人はゴールキーパー）がパスとドリブルでボールを運び、ゴー

ルへボールを投げ込んで得点を競います。 

  競技時間は前・後半 30 分、休憩 15 分です。 

  選手がボールを保持できるのは３歩、３秒までで、その間にプレーを行う必要が

あります。ゴールエリアライン（ゴールから６メートル）の外からのシュートが相

手ゴールに入れば１点となります。 

 

  

 

  一般公道を使用して着順を競います。いなべ市では成年男子103.4キロメートル、

少年男子 88.6 キロメートル、女子 44.2 キロメートルを走ります。 

第２号報告 



   広報啓発・市民運動の取り組み状況について 

 

１ 広報啓発活動 

 (1) 物品の製作、配布等による広報（令和２年度に作製したＰＲ物品） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) ＰＲ用工作物の設置（いなべ市役所行政棟玄関・１階フロア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号報告 

（ﾎﾟｹｯﾄﾃｨｯｼｭ、ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭ）  （卓上のぼり旗）   （福祉バスステッカー） 

※いなべ市役所窓口で配布しています。 

（顔出しパネル、カウントダウンボード） （手作り応援のぼり旗のミニチュア） 

（マスクケース）             （横断旗） 



 (3) イベント 

いなこねマルシェ with さくらんぼ     ハンドボール競技出前授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) メディア 

  ア いなべ市情報誌「Ｌｉｎｋ」（５～９月号、11月号、３月号） 

  イ Twitter三重県いなべ市公式アカウント内で「三重とこわか国体いなべ市通

信」の配信を開始（９月～） 

  ウ いなべＦＭで国体ＰＲを放送（２月～） 

 

 

２ 市民運動 

 (1) あいさつのおもてなし運動 

    国体マスコットキャラクター「とこまる」と行うあいさつ運動です。全国か

らいなべ市を訪れる方々を気持ちの良いあいさつで迎えられるよう、接遇意識

の向上を目的に行っています。これまでに市内小中学校や駅で行いました。今

後も様々な場所で行い、市内全体に広げていきます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 （藤原小学校）            （大安中学校） 

（いなべ市役所前）         （阿下喜小学校）  



 (2) 国体給食 

    市内小中学校の給食で、各都道府県のご当地料理を取り入れた「国体応援メ

ニュー」を提供しています。国体では日本全国から選手や観客が訪れるので、

身近な食を通して各地の良さを感じてもらいたいという思いから始めました。

月に数回、１年をかけて 47 都道府県のメニューを提供する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月４日の給食メニューで長野県の「野沢菜の油炒め」が提供されました。 

９月は東海・北陸地方の料理を中心

に提供しました。 



 

   三重とこわか国体いなべ市競技会における新型コロナウイルス感染防止    

   対策について 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「市実行委員会」という。）では、

新型コロナウイルス感染症の感染リスクを抑え、安全かつ安心な競技会を運営する

ため、三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会（以下「県実行委員会」と

いう。）が策定した「三重とこわか国体競技会における新型コロナウイルス感染防

止対策ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）に基づき、感染防止対策

を実施します。 

その概要は、次のとおりです。 

 

１ 市実行委員会の役割（ガイドラインの３の（２）） 

 ・体調管理チェックシートに基づき、競技会役員、競技会係員、競技会補助員、

ボランティア、観客、報道員、視察員及び会場設営・売店事業者等の体調把握

を行う。 

・ガイドライン等に基づき、競技会場における具体的な感染防止対策を競技団体

と検討し、実施する。 

 ・県実行委員会が定める基準に沿って、競技開始日以前、競技会実施日、競技終

了日以降の各時点における感染疑い者（感染者を含む）の対応をとる。 

 ・参加者全員分の体調管理チェックシートを確認する。 

 

２ 参加者において遵守すべき事項（ガイドラインの４） 

・体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

る。観客除く。 

・期間中は入場時に、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受ける。 

・会場内では、原則としてマスクを着用する。 

・観客は氏名・連絡先の提出に協力し、入場時の非接触型体温計・サーモグラフ

ィー等による検温を受ける。また、メガホン等の使用、肩組みをする、大声を

出しての応援等は控える。 

 

３ 会場内において実施すべき事項（ガイドラインの５） 

・受付には手指消毒用アルコール、人と人が対面する場所にはアクリル板等を設

置する。 

・ソーシャルディスタンスの徹底として、控室・更衣室、取材エリア等の入室者

数の制限、参加者が距離を置いて並べるように目印を設置する。 

・複数の参加者が触れる場所はこまめに消毒する。 

・観客席は収容人数の５０％以内に制限する。 

第４号報告 



 

1 

 

 

三重とこわか国体競技会における 

新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本ガイドラインは、「新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた三重県指

針」、「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」（公益財

団法人日本スポーツ協会・公益財団法人日本障がい者スポーツ協会）、各中央

競技団体等が定めるガイドライン、各業界団体が定めるガイドライン等を参考

に、三重とこわか国体の競技会開催に向け、新型コロナウイルス感染症の感染

リスクを抑え、安全・安心な競技会運営とすることを目的に作成しました。 

 

※ 本ガイドラインでは、競技会における各主体の役割分担や競技会の参加者が

遵守すべき事項を定めるとともに、市町実行委員会及び競技団体において、実

施することが望ましい標準的な対策をとりまとめており、対策を検討するにあ

たっての「判断の基準」として活用していただくことを想定しています。 

 

※ なお、本ガイドラインは、新型コロナウイルスの感染拡大等の状況に応じて、

随時、必要な改正を行っていきます。 

三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会 

【第１版】 令和２年 11 月 19 日 

【第２版】 令和３年３月 18 日 
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１ 目的 

本ガイドラインは、三重とこわか国体の競技会開催にあたって新型コロナウイル

スの感染防止のため、競技会における、各主体の役割分担や参加者が遵守すべき事

項を定めるとともに、市町実行委員会及び競技団体において実施することが望まし

い標準的な対策をとりまとめたものである。 

なお、競技固有の特性により必要となる対策は、各中央競技団体等が定めるガイ

ドラインに従い実施するものとする。 

 

２ 対象競技 

本ガイドラインは、正式競技、特別競技、公開競技、デモンストレーションスポ

ーツを対象とする。 

 

３ 役割分担 

（１）県実行委員会 

①本ガイドラインを作成し、関係者へガイドラインの周知を行う。 

②競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、感染

疑い者（感染者を含む）の対応については、別途、基準を定める。 

（２）市町実行委員会 

①参加者（競技会役員、競技会係員、競技会補助員、ボランティア、観客、報道

員、視察員、会場設営・売店事業者等）の体調把握を行う。 

②本ガイドライン等に基づき、各競技会場における具体的な感染防止対策を競技

団体と検討し、実施する。 

③競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、感染

疑い者（感染者を含む）の対応については、別途、県実行委員会が定める基準

に沿って対応する。 

④競技会場（又は練習会場）の受付において、参加者の検温及び体調管理チェッ

クシートの確認を行い、感染疑い者があった場合は、当該参加者の体調管理チ

ェックシートを保管し、保管期間終了後は廃棄する。 

（３）競技団体 

①参加者（競技役員、競技補助員）の体調把握を行う。 

②各中央競技団体等が定めるガイドラインに基づき、適切な感染防止対策を講じ

た競技運営を実施する。 

③競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、感染

疑い者（感染者を含む）の対応については、別途、県実行委員会が定める基準

に沿って対応する。 

④競技会場（又は練習会場）の受付における体調管理チェックシート（選手団分）

の確認について、市町実行委員会と協力して実施すること。 
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（４）選手団 

①参加者（選手・監督（チームスタッフを含む））の体調把握を行う。 

②競技会開始日以前、競技会実施日、競技会終了日以降の各時点における、感染

疑い者（感染者を含む）の対応については、別途、県実行委員会が定める基準

に沿って対応する。 

（５）その他（共通事項） 

①参加者は、厚生労働省の接触確認アプリ「COCOA」及び三重県の「安心みえる LINE」

を活用することが望ましい。 

②県実行委員会、市町実行委員会、競技団体は競技補助員・競技会補助員として

参加する生徒の安全・安心の確保及び負担軽減のため、役割分担の見直し等を

行い、必要人数の削減に努めること。 

 

４ 参加者において遵守すべき事項 

（１）選手・監督（チームスタッフを含む） 

①体調管理チェックシートにより、大会参加日（※）の14日前からの健康状態を

確認すること。（※三重県外の者は「来県日」、三重県内の者は「公式練習等を

含む大会参加初日」、以下（２）～（６）の参加者も同様） 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで、入場

時に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 

④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤競技中以外は、原則としてマスクを着用すること。 

（２）競技役員・競技補助員 

①体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

ること。 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで、入場

時に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 

④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

（３）競技会役員、競技会係員（市町職員）、競技会補助員、ボランティア 

①体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

ること。 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで、入場

時に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 
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④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

（４）報道員   

①体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

ること。 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで、入場

時に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 

④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

⑥取材は事前申請とし、取材日ごとに受付を行うとともに、報道員ＩＤと報道員

ビブス及び自社腕章を着用すること。 

⑦取材人数は、出来る限り少なくすること。 

⑧囲み取材・インタビューは、競技者同意のもと、ソーシャルディスタンス（競

技者と取材者および取材者同士の距離）を確保し実施すること。 

（５）視察員 

①体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

ること。 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで、入場

時に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 

④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

（６）会場設営・売店事業者等 

①体調管理チェックシートにより、大会参加日の14日前からの健康状態を確認す

ること。 

②期間中は毎日検温を実施し、体調管理チェックシートに記録したうえで入場時

に受付で提示すること。 

③入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 

④大会参加後は、会場地を出た翌日から 14 日間、体調管理チェックシートにより

健康状態を確認すること。 

⑤会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

（７）観客 

①氏名及び連絡先の提出等、市町実行委員会の要請に協力すること。 

②入場時には、非接触型体温計・サーモグラフィー等による検温を受けること。 
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③会場内では、原則としてマスクを着用すること。 

④飛沫感染や接触感染防止のため、以下による応援は控えること。 

（ア）大声で歌を歌う、大声を出しての応援、指笛 

（イ）メガホン、トランペットなど道具・楽器の使用 

（ウ）タオル、フラッグ等を振り回す 

（エ）ハイタッチ、肩組み 

 

５ 会場内において実施すべき事項（市町実行委員会及び競技団体において実施） 

（１）競技エリア 

競技固有の特性により必要となる対策は、各中央競技団体等が定めるガイドラ

インに従い実施すること。 

（２）受付等 

①受付には、手指消毒用アルコールを設置すること。 

②人と人が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテン等で遮蔽する、

またはフェイスシールド等を準備し、対応すること。 

③参加者が距離をおいて（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）並べるように目印の設置

等を行うこと。 

（３）手洗い場所・トイレ 

①手洗い場所には石けん（ポンプ型が望ましい）を用意すること。 

②手洗い後に手を拭くためのマイタオルの持参を求めること（手指を乾燥させる

設備は使用しないこと）。 

③トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレの

レバー等）については、こまめに消毒すること。 

④手洗いが難しい場合は、手指消毒用アルコールを用意すること。 

（４）控室・更衣室等の諸室 

①広さにはゆとりを持たせ、密になることを避けること。 

②ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する

等の措置を講じること。 

③室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロ

ッカーの取手、テーブル、椅子等）については、こまめに消毒すること。 

④換気扇を回す、窓を開ける等、換気に配慮すること。 

（５）観客席 

①屋内競技では収容定員の 50％以内とする。 

②屋外競技で、収容定員のある会場は、収容定員の 50％以内とする。 

③収容定員のない会場は、人と人との距離を十分に確保する（１ｍ以上）。 

④仮設スタンド等、収容可能人数の算出が可能な観客席を設置する場合は、収容

可能人数の 50％以内とする。 
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⑤可能な限りの感染防止対策を行ったうえで、原則、有観客とするが、競技や競

技会場の特性上、観客が密となることを避けられない等の状況が見込まれる場

合には、無観客とすることを妨げない。なお、この場合、予め、県実行委員会

へ協議するものとする。 

（６）取材エリア 

①会場（取材エリア／ミックスゾーン／撮影エリア／プレスルームなど）の規模

により人数を設定し制限すること。 

②ミックスゾーンは原則、設置しないこととし、設置する場合は柵などでソーシ

ャルディスタンスを確保し、３密を防ぐこと。 

③撮影エリアはソーシャルディスタンスで区切ること。または設定できる撮影エ

リア内でのソーシャルディスタンスをカメラマン同士で調整するよう呼びかけ

ること。 

④マイク、スピーカーの利用や、オンラインの活用など競技者とメディアの位置

を分ける方法も検討すること。 

（７）おもてなし、売店、休憩所等 

①出店（出展）場所には、透明ビニールカーテンやアクリル板等を設置すること。 

②出店（出展）者は、マスク・手袋等を着用し、金銭のやり取りはトレーを介し

て行うこと。 

③参加者が距離をおいて（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）並べるように目印の設置

等を行うこと。 

④休憩所を設置する場合は、密を避けることができるよう座席数に留意し、対面

での飲食は避けること。設置する備品（テーブル・椅子等）は定期的に消毒す

ること。 

⑤これら①～④の感染防止対策を講じることができない場合は、設置を中止する

こと。 

 

６ 宿泊、輸送  

（１）宿泊 

 （県実行委員会及び市町実行委員会（合同配宿業務）において実施） 

①配宿予定宿泊施設に対し、宿泊施設説明会等の機会を通じ、最新の「宿泊施設 

における新型コロナウイルス対応ガイドライン（全国旅館ホテル生活衛生同業

組合連合会、日本旅館協会、全日本シティホテル連盟）」の遵守を依頼する。 

②宿泊者に対し、下記「宿泊にあたっての留意事項」について宿泊申込のＷｅｂ

システム等により協力依頼を行う。 

（市町実行委員会において実施） 

①宿泊者に対し、下記「宿泊にあたっての留意事項」について各種案内等により

協力依頼を行う。 
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「宿泊にあたっての留意事項」 

 ア 基本的な留意事項   

（ア）宿泊者同士の接触をできるだけ避け、対人距離（できるだけ２ｍを目 

安に最低１ｍ）を確保する 

（イ）マスクを着用する 

（ウ）定期的に手洗い・手指消毒を行う 

イ 各エリアや場面における留意事項  

（ア）入館時には、手指消毒を行う 

（イ）チェックイン時は、できる限り代表者がまとめてチェックインを行い、

宿泊者は一つの場所に固まらず、分散して待機する 

（ウ）エレベーターを利用するときは、過密状態にならないようにして乗車す

る 

（エ）宿泊する部屋では、一定時間ごとに部屋の窓を開けて換気する 

（オ）大浴場等における入浴中は、対人距離を確保するとともに、浴室、浴槽

内における会話は控える 

（カ）大浴場の休憩室では、対面で会話をしないようにする 

（キ）化粧品・ブラシ等は持参する 

（ク）食事会場では、入場時の手洗い又は手指消毒を行うとともに、食事開始

までマスクを着用する 

（ケ）自席での食事中以外（テーブル間の通行や移動等）においてマスクを着

用する 

（コ）トイレの蓋を閉めて汚物を流すようにする 

（２）輸送 

＜公共交通機関等における感染予防＞ 

①参加者が公共交通機関等を利用して移動する際は、マスクの着用及び会話の手

控え、石けんによる手洗い、手指消毒用アルコールによる消毒などの基本的な

感染予防を徹底すること。 

＜計画バス・シャトルバスにおける感染予防＞ 

（県実行委員会において実施） 

①バス事業者に対し、最新の「バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガ

イドライン」（日本バス協会）及び「貸切バスにおける新型コロナウイルス対応

ガイドライン」（貸切バス旅行連絡会）に沿った感染予防対策（バス車内におけ

る手指消毒剤の装備、運行中の車内換気、仕業終了後の車内消毒等）の確実な

実践の遵守を依頼すること。 

（市町実行委員会において実施） 

①バス事業者に対し、最新の「バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガ

イドライン」（日本バス協会）及び「貸切バスにおける新型コロナウイルス対応

ガイドライン」（貸切バス旅行連絡会）に沿った感染予防対策の確実な実践の遵
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守を確認すること。 

②輸送業務に従事する市町職員等は、マスクを着用し、乗車時には手指消毒を行

うこと。また、バス利用者と接点のある者については、必要に応じて手袋を着

用すること。 

③バスの待合所を設置する場合は、手指消毒用アルコールを設置し、バス利用者

ができうる限りのソーシャルディスタンスをとるよう協力を求めること。 

④乗車時、降車時にバス車内の通路に滞留ができないように、留意すること。 

⑤バスの待合所やバス車内において、バス利用者に対し、以下のことについて、

看板の掲示やアナウンス等により協力依頼を行い、感染予防対策を徹底するこ

と。なお、バス車内におけるアナウンスについては、音声や映像の放送、可能

な限り前方を向いて行う等、工夫に努めること。 

（ア）マスクを着用する 

（イ）会話の手控え、特に大声による会話は原則禁止する 

（ウ）乗車時及び再乗車時に手指を消毒する 

（エ）車内における飲食をできる限り避ける 

（オ）ゴミは原則持ち帰る 

（カ）降車時、通路に立ち列ができないよう順次に離席する 

 

７ 監督会議、開始式、表彰式（市町実行委員会及び競技団体において実施） 

（１）監督会議 

①監督会議は、感染防止の観点から、市町実行委員会及び競技団体で協議し、事

前に必要な連絡事項をメール、書面等で周知する等の工夫を検討し、実施しな

いことが望ましい。実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保など感

染防止対策を講じること。 

（２）開始式、表彰式 

①各競技の開始式は、感染防止の観点から、実施しないことが望ましい。実施す

る場合は、参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見直しによる時間

短縮など感染防止対策を講じること。 

②表彰式を実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見

直しによる時間短縮など感染防止対策を講じること。 

 

８ その他 

本ガイドラインは、新型コロナウイルスの感染拡大等の状況に応じて、随時改正

を行う。 



 

   専決処分の承認を求めることについて 

   （令和２年度収支補正予算） 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第 14条第 1項の規定により別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 

１ 処分理由 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、多くの事業等が中止にな

ったこと、並びに鹿児島国体の視察調査費及び競技別リハーサル大会開催に係

る経費が当初予算を下回ることから、収支補正予算について専決処分を行った。 

（令和２年 10 月 15 日 専決処分） 

 

第１号承認 



専  決  処  分  書 

 

 令和２年度収支補正予算を三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第14条第１

項の規定により、次のとおり専決処分する。 

 

令和２年10月15日 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会    

会長 日沖 靖    

 

令和２年度収支補正予算 

 

１ 収入の部                         （単位：円） 

科  目 補正前の額 補正額 補正後の額 

負担金 110,000,000 

280,000 

△100,000,000 

△236,000 

10,000,000 

44,000 

合 計 110,281,000 △100,236,000 10,045,000 

 

２ 支出の部                       （単（単位：円）） 

科  目 補正前の額 補正額 補正後の額 

開催推進費 10,439,000 △5,991,000 4,448,000 

 視察調査費 3,610,000 △3,219,000 391,000 

広報啓発費 3,942,000 △302,000 3,640,000 

市民運動推進費 2,887,000 △2,470,000 417,000 

大会運営費 99,458,000 △94,245,000 5,213,000 

 運営総務費 3,888,000 △3,888,000 0 

ハンドボール競技費 42,205,000 △37,534,000 4,671,000 

自転車ロード競技費 50,456,000 △49,914,000 542,000 

宿泊輸送費 2,909,000 △2,909,000 0 

合 計 110,281,000 △100,236,000 10,045,000 

 

別紙 



 

 

 

議  事 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

   令和２年度事業報告について 

 

 令和２年度事業報告については、別紙のとおりとする。 

第１号議案 



 
 

令和２年度事業報告 

 

１ 会議の開催 

 (1) 実行委員会第２回常任委員会（５月 15 日）書面表決 

 (2) 実行委員会第３回総会（５月 15 日）書面表決 

 (3) 実行委員会第３回競技式典専門委員会（３月３日）書面報告 

 (4) 実行委員会第３回輸送交通専門委員会（３月３日）書面報告 

 (5) 実行委員会第３回総務企画専門委員会（３月 17 日）書面表決 

 (6) 実行委員会第３回宿泊衛生専門委員会（３月 17 日）書面表決 

 

２ 競技別リハーサル大会の中止 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止しました。 

 (1) ハンドボール競技（第 25 回ジャパンオープンハンドボールトーナメント） 

 (2) 自転車（ロード・レース）競技（第 55 回全国都道府県対抗自転車競技大会） 

 

３ 競技運営準備業務の推進 

 (1) 競技別実施要項の作成 

 (2) 輸送計画の作成 

 (3) 競技会係員配置計画の作成 

 (4) 競技会場変更設計図の作成 

 

４ 関係機関及び競技団体との連絡調整 

 (1) 三重県国体担当部局との連絡調整 

 (2) いなべ市開催２競技団体との連絡調整 

 (3) 共催市（四日市市、鈴鹿市、伊賀市）との連絡調整 

 

５ 広報啓発活動 

 (1) イベント 

  ア とこわかダンスキャラバン（治田小学校７月 15 日、笠間小学校 ８月 24 日） 

  イ 運動会での「とこわかダンス」披露（治田小学校・笠間小学校 ９月 29 日） 

  ウ いなこねマルシェ（10 月 31 日） 

  エ ハンドボール競技出前授業（阿下喜小学校 ３月２日） 

 

 (2) 物品の製作、配布等 

  ア ポケットティシュ・ウエットティッシュ 

  イ 卓上のぼり旗 

  ウ マグネットステッカー 

  エ マスクケース 

  オ 横断旗 
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 (3) ＰＲ用工作物等 

  ア とこまる顔出しパネル、カウントダウンボートをいなべ市役所行政棟玄関 

    に設置 

  イ 手作り応援のぼり旗のミニチュアをいなべ市役所行政棟１階フロアに設置 

 

 (4) 情報誌・ツイッター・ＦＭ等 

  ア いなべ市情報誌「Ｌｉｎｋ」５～９月号、11 月号、３～４月号での掲載 

  イ Ｔｗｉｔｔｅｒいなべ市公式アカウント内での活動情報発信  

  ウ いなべＦＭでのいなべ市開催競技及び会期等のお知らせ 

 

６ 市民運動 

 (1) あいさつのおもてなし運動 

  ア 丹生川小学校（10 月 21 日） 

  イ 十社小学校・にぎわいの森（10 月 28 日） 

  ウ 員弁東小学校（11 月 17 日） 

  エ 阿下喜小学校（11 月 18 日） 

  オ 山郷小学校（11 月 20 日） 

  カ 三里駅（11 月 26 日） 

  キ 藤原小学校・楚原駅（11 月 30 日） 

  ク 治田小学校（12 月３日） 

  ケ 石榑小学校（12 月９日） 

  コ 阿下喜駅（12 月 10 日） 

  サ 大安中学校（１月８日） 

  シ 阿下喜小学校（３月 10 日） 

  ス 藤原中学校（３月 17 日） 

 

 (2) 国体給食 

    市内小中学校の給食で、各都道府県のご当地料理を取り入れた「国体応援メ

ニュー」を月に数回、国体開催まで提供 

   

７ その他 

 (1) 先催地視察 

  ア 鹿児島国体ハンドボール競技情報交換会（霧島市 11 月４日、５日） 

 



 

 

 

   令和２年度収支決算について 

 

 令和２年度収支決算については、別紙のとおりとする。 

第２号議案 



令和２年度収支決算 

 

１ 収入の部                         （単位：円） 

科 目 当初予算額 補正後予算額 収入済額 比較 内  容 

負担金 110,280,000 10,044,000 10,044,000 0  

 
市負担金 110,000,000 10,000,000 10,000,000 0 いなべ市負担金 

共催市負担金 280,000 44,000 44,000 0 共催市負担金 

雑収入 1,000 1,000 515 △485 利息 

合 計 110,281,000 10,045,000 10,044,515 △485  

 

 

２ 支出の部                       （単（単位：円）） 

科 目 当初予算額 補正後予算額 支出済額 比較 内  容 

総務費 384,000 384,000 124,271 259,729  

 

実行委員会

運営費 
84,000 84,000 57,438 26,562 会議費 

事務局費 300,000 300,000 66,833 233,167 
事務用品、封筒 

郵送料ほか 

開催推進費 10,439,000 4,448,000 1,795,933 2,652,067  

 

視察調査費 3,610,000 391,000 245,075 145,925 
鹿児島県霧島市

情報交換会 

広報啓発費 3,942,000 3,640,000 1,501,798 2,138,202 啓発用物品製作 

市民運動推

進費 
2,887,000 417,000 49,060 367,940 手作りのぼり旗 

大会運営費 99,458,000 5,213,000 2,945,609 2,267,391  

 

運営総務費 3,888,000 0 0 0  

ハンドボー

ル競技費 
42,205,000 4,671,000 2,762,565 1,908,435 

会場設計変更 

競技用備品購入 

自転車ロー

ド競技費 
50,456,000 542,000 183,044 358,956 会場設計変更 

宿泊輸送費 2,909,000 0 0 0  

合 計 110,281,000 10,045,000 4,865,813 5,179,187  

 

収入合計       支出合計      差引合計 

10,044,515 円  －  4,865,813 円  ＝ 5,178,702 円（いなべ市へ返金） 

別紙 





 

 

 

   令和３年度事業計画（案）について 

 

 令和３年度事業計画（案）については、別紙のとおりとする。 

第３号議案 



令和３年度事業計画（案） 

 

１ 会議の開催 

 (1) 総会 

 (2) 常任委員会 

 (3) 専門委員会 

 (4) 庁内推進本部会議 

 (5) 後催市町村に対する事業概要説明会 

 

２ 三重とこわか国体の開催 

 (1) ハンドボール競技（少年男子） 

  ア 員弁運動公園体育館       ９月 25 日(土)から 28 日(火)まで 

  イ いなべ市立北勢中学校体育館   ９月 25 日(土) 

 (2) 自転車（ロード・レース）競技 

    いなべ市特設ロードレースコース 10 月３日(日) 

 

３ 広報啓発活動・市民運動の推進 

 (1) 広報啓発活動 

  ア 既存イベントへの参加 

  イ 炬火イベントの実施（いなべ市ど真ん中まつり） 

  ウ 市情報誌「Link」、市ホームページ、Twitter、いなべＦＭ等による情報発信 

  エ ＰＲ用工作物設置、ＰＲ用物品等作製及び配布 

  オ 小学生を対象にハンドボール競技出前授業の実施 

 (2) 市民運動 

  ア あいさつのおもてなし運動の実施 

  イ 手作りのぼり旗作製 

  ウ 花いっぱい運動の実施 

  エ 市内小中学校での国体給食の提供 

  オ 大会運営ボランティアスタッフ研修会の開催 

 

４ 関係機関及び関係団体との連絡調整 

(1) 三重県国体担当部局との連絡調整 

(2) 関係競技団体及び共催市との連絡調整 

(3) 各種関係団体等との連絡調整 
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   令和３年度収支予算（案）について 

 

 令和３年度収支予算（案）については、別紙のとおりとする。 

第４号議案 



令和３年度収支予算（案） 

 

１ 収入の部                         （単位：円） 

科  目 本年度予算額 内  容 

負担金 186,800,000  

 
市負担金 185,000,000 いなべ市負担金 

共催市負担金 1,800,000 大会に係る共催市からの負担金 

雑収入 60,000 預金利息、売店出店料ほか 

合 計 186,860,000  

 

２ 支出の部                       （単（単位：円）） 

科  目 本年度予算額 内  容 

総務費 600,000  

 実行委員会運営費 130,000 会議費、封筒、郵送料ほか 

 事務局費 470,000 事務用品 

開催推進費 11,430,000  

 

視察調査費 270,000 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙﾘﾊｰｻﾙ大会（栃木県） 

広報啓発費 7,280,000 
啓発イベント（炬火イベントほか） 

啓発用物品 

市民運動推進費 3,880,000 
手作りのぼり旗作製 

花いっぱい運動ほか 

大会運営費 174,830,000  

 

運営総務費 15,250,000 識別用品、保険、謝金ほか 

ハンドボール競技費 89,860,000 会場設営撤去業務 

自転車ロード競技費 56,120,000 会場設営撤去業務 

宿泊輸送費 13,100,000 
バス借上げ料 

(競技補助員送迎、シャトルバス) 

合 計 186,860,000  
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三重とこわか国体いなべ市実行委員会組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【実行委員会構成】 

会長（１人） 

副会長（６人） 

常任委員（29人） 

委員（44人） 

参与（29人） 

顧問（２人） 

監事（２人） 

合計 113 人 

【専門委員会】 

総務企画専門委員会 

（総合計画、広報及び市民運動、歓迎接伴 等） 

競技式典専門委員会 

（競技運営、競技施設及び関連施設の整備、開始式及び表彰式 等） 

宿泊衛生専門委員会 

（宿泊及び配宿計画、環境衛生及び食品衛生、医療救護 等） 

輸送交通専門委員会 

（輸送計画、交通及び駐車場、消防防災及び警備対策 等） 

（

 

国
体
推
進
室
） 

実
行
委
員
会
事
務
局 

総会 

【最高議決機関】 

競技会の開催運営に係る基本方針

等、会則の制定改廃、事業計画及

び事業報告、予算決算並びに重要

な事項等の審議及び議決 

常任委員会 

【決定機関】 

総会からの委任事項、緊急な事項、

専門委員会の設置及び専門委員会

への付託事項並びにその他必要事

項の審議及び決定 

専門委員会 

【調査機関】 

常任委員会からの付託事項及

び委任事項の調査審議並びに

常任事項の審議及び決定 

委任 報告 

報告 付託、委任 

※専門委員会については、 

必要に応じて随時設置 
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三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、三重とこわか国体において、いなべ市で開催される競技会（以

下｢競技会｣という。）の円滑な運営に必要な事業を行うことを目的とする。 

（所掌事務） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事務を行う。 

(1) 競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること。 

(2) 競技会の開催に係る準備に関すること。 

(3) 競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること。 

(4) 競技会の開催及び準備のための経費に関すること。 

(5) 関係競技団体、関係団体及び関係機関との連絡調整に関すること。 

(6) その他実行委員会の目的達成に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) いなべ市職員を代表する者 

(2) 市議会議員を代表する者 

(3) 関係競技団体、関係団体及び関係機関を代表する者 

(4) その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の各号に掲げる役員を置く。 

(1) 会長   １人 

(2) 副会長  ６人以内 

(3) 常任委員 40人以内 

(4) 監事   ２人 

（役員の選任） 

第６条 会長は、いなべ市長をもって充てる。 

２ 副会長及び常任委員は、総会の同意を得て、委員のうちから会長が委嘱する。 

３ 監事は、総会の同意を得て、会長が委嘱する。 

参考資料２ 



（役員の職務） 

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじ

め会長が指定した順序により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第12条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから実行

委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれ

ぞれの所属団体又は所属機関の役職を離れたときは、その委員等は辞任したものと

みなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充

することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等に変更があった場合は、次の総会において報

告する。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 顧問及び参与の任期等については、前条の規定を準用する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第10条 実行委員会に、次の各号に掲げる会議を置く。 

(1) 総会 

(2) 常任委員会 

(3) 専門委員会 

（総会） 

第11条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあたる。 

４ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

(1) 競技会の開催に係る基本方針に関すること。 

(2) 会則の制定及び改廃に関すること。 

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。 



(4) 予算及び決算に関すること。 

(5) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開催し、及び議決することはできない。

ただし、総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人

に権限を委任し、又は書面により議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者

を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（常任委員会） 

第12条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 総会から委任された事項に関すること。 

(2) 総会を招集する時間的余裕がない緊急な事項に関すること。 

(3) 専門委員会への付託又は委任する事項に関すること。 

(4) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会について準用する。 

９ 常任委員会は、第７項の規定により審議し、及び決定した事項並びに次条第３項

の規定により専門委員会から報告があった事項について必要に応じ次の総会に報

告するものとする。 

10 第８条の規定は、常任委員会の役員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第13条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項について調査及び審議し、その結

果を常任委員会に報告しなければならない。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について審議決定し、その結果を

常任委員会に報告する。 

４ 前３項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会

に諮った上で、会長が別に定める。 

５ 第８条の規定は、専門委員会の役員の任期等について準用する。 

 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 



第14条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集する時間的余

裕がないと認めるとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、

これを専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において報告

し、その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第15条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第16条 実行委員会の経費は、交付金その他の収入をもって充てる。 

（予算及び決算） 

第17条 実行委員会の収支予算は総会の議決により定め、収支決算は監事の監査を経

て総会の承認を得なければならない。 

（会計年度等） 

第18条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日までとする。 

２ 準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第19条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときに、総会の議決を経

て解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

 

第８章 補則 

（委任） 

第20条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附則 

１ この会則は、平成30年１月29日から施行する。 

２ 準備委員会の設立時の会計年度は、第18条の規定にかかわらず、施行の日から平

成30年３月31日までとする。 

 



   附則 

１ この会則は、平成30年10月２日から施行する。 

２ この会則の施行の際、現に第76回国民体育大会いなべ市準備委員会の委員、役員、

顧問、参与である者は、それぞれ実行委員会の委員、役員、顧問、参与に委嘱され

たものとみなす。 

 

 

 

 



 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等名簿 

                 （順不同、敬称略） 

（令和３年４月５日現在） 

【会長 １人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市 市長 日沖 靖 

 

【副会長 ６人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市議会 議長 水谷 治喜 

いなべ市 副市長 岡 正光 

いなべ市教育委員会 教育長 小川 専哉 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 会長 一木 正博 

いなべ市商工会 会長 三輪 秀孝 

一般社団法人いなべ市観光協会 会長 佐藤 忠生 

 

【常任委員 29 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市議会 副議長 小川 幹則 

いなべ市自治会連合会 会長 岩花 明 

いなべ市スポーツ推進委員協議会 会長 川瀬 隆 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 理事長 髙木 修司 

特定非営利活動法人いなべＦＭ 理事長 弓矢 孝己 

一般社団法人いなべ市芸術文化協会 事務局長 川瀬 清秀 

社会福祉法人いなべ市社会福祉協議会 副会長 杉野 紀弘 

三重県高等学校体育連盟 会長 野垣内 靖 

桑員中学校体育連盟 会長 近藤 友徳 

いなべ市校長会 会長 森 憲治 

一般社団法人いなべ医師会 会長 渡邊 治彦 

一般社団法人桑員歯科医師会 理事 二之宮 洋平 

一般社団法人桑名地区薬剤師会 常務理事 郷 幸代 

三重県ハンドボール協会 会長 向井 弘光 

三重県自転車競技連盟 理事長 杉本 信之 

いなべ消防署 署長 近藤 浩樹 

いなべ市企画部 部長 長﨑 十九八 

いなべ市総務部 部長 小林 治夫 

いなべ市市民部 部長 杉山 義文 
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所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市都市整備部 部長 梅山 浩幸 

いなべ市環境部 部長 二井 真作 

いなべ市福祉部 部長 日紫喜 隆一 

いなべ市健康こども部 部長 出口 美紀 

いなべ市農林商工部 部長 杉本 剛 

いなべ市建設部 部長 梶 正弘 

いなべ市水道部 部長 出口 日佐男 

いなべ市議会事務局 局長 鈴木 訓 

いなべ市監査委員事務局 局長 太田 一秋 

いなべ市教育委員会事務局 部長 小寺 道也 

 

【委員 44 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市議会 総務経済常任委員長 新山 英洋 

いなべ市議会 都市教育民生常任委員長 林 正男 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 副会長 日紫喜 良守 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 事務局長 藤野 芳次 

いなべ市スポーツ少年団 本部長 出口 勝実 

三重県立いなべ総合学園高等学校 校長 早川 巌 

いなべ市立北勢中学校 校長 岡本 利和 

いなべ市ＰＴＡ連合会 会長 児玉 吏 

いなべ市ＰＴＡ連合会 母親代表 三輪 智子 

いなべ市保育園長会 会長 佐藤 なぎさ 

三重県ハンドボール協会事務局 事務局長 中 弘美 

三重県自転車競技連盟事務局 事務局長 百々 敦史 

いなべ市商工会青年部 部長 小林 聖仁 

いなべ市商工会女性部 部長 水貝 千寿子 

いなべ市老人クラブ連合会 会長 小林 進 

一般社団法人サンパークいなべ 代表理事 水谷 道夫 

一般財団法人ほくせいふれあい財団 常務理事 藤田 義昭 

公益社団法人いなべ市シルバー人材センター 理事長 渡邉 良造 

いなべ市民生委員児童委員協議会連合会 会長 森 芳文 

いなべ市青少年育成市民会議 会長 近藤 勝敏 

いなべ市子ども会連合会 会長 小川 時生 

一般社団法人ガールスカウト三重県連盟第 12 団 団委員長 馬場 路子 

三重北農業協同組合 代表理事組合長 門脇 孝 



 

 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

員弁ライオンズクラブ 会長 出口 紀幸 

いなべ消防署 北分署 分署長 片桐 康生 

いなべ市消防団 団長 神谷 清 

一般社団法人三重県食品衛生協会 桑員支部 理事 鹿島 清孝 

いなべ市身体障がい者福祉会 会長 二井 清三 

公益社団法人三重県看護協会 桑員支部 支部長 中山 均 

いなべ地区交通安全協会 会長 清水 哲久 

日本郵便株式会社 梅戸井郵便局 局長 木村 陽一 

三岐鉄道株式会社 総務部長 田尻 秀浩 

三重交通株式会社 北勢事業所 事業所長 井林 信彦 

公益社団法人三重県バス協会 専務理事 青木 周二 

一般社団法人三重県タクシー協会 北勢支部 支部長 中島 嘉治 

株式会社ＪＴＢ 三重支店 支店長 中野 浩明 

株式会社近畿日本ツーリスト中部 四日市支店 支店長 前泊 英樹 

中部電力パワーグリッド株式会社 桑名営業所 所長 大西 正人 

西日本電信電話株式会社 三重支店 支店長 杉本 渉 

ソフトバンク株式会社 地 域 Ｃ Ｓ Ｒ 部  参 与 吉良 太 

ＫＤＤＩ株式会社 中部総支社 理事 中部総支社長 岡部 浩一 

三重県桑名建設事務所 所長 千種 藤紀 

三重県桑名地域防災総合事務所 所長 森下 宏也 

三重県桑名保健所 所長 長坂 裕二 

 

【参与 29 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ警察署 署長 松岡 善則 

いなべ市議会 議員 西井 真理子 

いなべ市議会 議員 篠原 史紀 

いなべ市議会 議員 片山 秀樹 

いなべ市議会 議員 原田 敬司 

いなべ市議会 議員 神谷 篤 

いなべ市議会 議員 伊藤 智子 

いなべ市議会 議員 岡 恒和 

いなべ市議会 議員 清水 隆弘 

いなべ市議会 議員 衣笠 民子 

いなべ市議会 議員 鈴木 順子 

いなべ市議会 議員 岡 英昭 



 

 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市議会 議員 位田 まさ子 

いなべ市議会 議員 種村 正巳 

株式会社シー・ティー・ワイ 代表取締役社長 渡部 一貴 

株式会社ＣＢＣテレビ 三重支社 支社長 花田 松彦 

中京テレビ放送株式会社 三重支局 支局長 井上 勝也 

東海テレビ放送株式会社 三重支社 支社長 小川 貴正 

名古屋テレビ放送株式会社 三重支社 支社長 佐藤 昌宏 

三重テレビ放送株式会社 報道制作局長 小川 秀幸 

株式会社中日新聞社 四日市支局 支局長 後藤 厚三 

株式会社伊勢新聞社 北勢支社 支社長 竹尾 典晃 

株式会社朝日新聞社 四日市支局 支局員兼鈴鹿支局長 中根 勉 

株式会社中部経済新聞社 三重支社 支社長 片桐 芳樹 

株式会社毎日新聞社 四日市支局 支局長 廣瀬 隆史 

株式会社読売新聞社 中部支社四日市支局 支局長 浜島 拓也 

株式会社時事通信社 津支局 支局長 都澤 貴征 

株式会社中広 三重支社 支社長 浅田 太郎 

三重エフエム放送株式会社 放送部次長 瀧 裕司 

 

【顧問：２人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

三重県議会 議員 日沖 正信 

三重県議会 議員 石垣 智矢 

 

【監事 ２人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市監査委員 代表監査委員 二宮 敏夫 

いなべ市 会計管理者 多湖 康子 

 



 

 

三重とこわか国体いなべ市開催準備経過概要 

 

年度 年月日 経過概要 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. 8.24 

 

9. 1 

 

9.14 

 

10.18 

 

11.15 

 

24. 1.11 

 

(財)三重県体育協会が三重県、三重県教育委員会に国民体育大会

開催要望書を提出 

(財)三重県体育協会が三重県議会議長に国民体育大会開催要望書

を提出 

三重県議会平成23年第３回定例会において、知事が第76回国民体

育大会について招致を表明 

三重県議会平成23年第３回定例会において、平成33年第76回国民

体育大会の招致を決議 

三重県、三重県教育委員会及び(財)三重県体育協会の連名により

文部科学省及び(公財)日本体育協会に開催要望書を提出 

(公財)日本体育協会理事会において平成33年第76回国民体育大会

の三重県開催を了解(内々定) 

24 

 

7.18 

 

8.31 

 

10.19 

 

第76回（平成33年）国民体育大会開催準備に関する市町説明会開

催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会設立総会、第１回総会及び

第１回常任委員会開催 

第76回国民体育大会の開催準備にかかる第１回市町連絡調整会議

開催（会場地希望調査開始） 

25 

 

25. 5.29 

 

7. 2 

7. 8 

 

10.29 

26. 2. 4 

 

 3.25 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第２回常任委員会開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第２回総会開催 

第２回市町連絡調整会議及び第２回競技団体連絡調整会議開催 

市町開催希望調査書を提出(ハンドボール競技) 

国体準備委員会事務局に会場候補地選定の内諾書(ハンドボール

競技)を提出 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回常任委員会開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回常任委員会におい

て、ハンドボール競技の会場地として選定される。 

26 

 

 

26. 5.16 

7.17 

 

8.12 

 

27. 1.20 

2.17 

第３回市町連絡調整会議及び第３回競技団体連絡調整会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回総会開催 

第４回市町連絡調整会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第４回常任委員会開催 

第５回市町連絡調整会議及び第４回競技団体連絡調整会議開催 

市町開催希望調査書を提出(自転車競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第５回常任委員会開催 

参考資料４ 



 

 

年度 年月日 経過概要 

26 3.18 

 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第５回常任委員会におい

て、自転車競技(ロード・レース)の会場地として選定される。 

27 

 

 

27. 4.27 

7.27 

 

8.18～19 

28. 1.25 

2. 1 

第６回市町連絡調整会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第６回常任委員会及び第76

回国民体育大会三重県準備委員会第４回総会開催 

中央競技団体正規視察(ハンドボール競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第７回常任委員会開催 

中央競技団体正規視察(自転車競技) 

28 

 

28. 5.10 

7.20 

 

8. 2 

 

8. 8 

 

29. 2. 1 

3.15 

3.16 

3.27 

第７回市町連絡調整会議及び第６回競技団体連絡調整会議開催 

日本体育協会理事会において、平成33年第76回国民体育大会の三

重県開催が内定 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第８回常任委員会及び第76

回国民体育大会三重県準備委員会第５回総会開催 

オリンピック開催に伴う追加競技開催希望調査書を提出(自転車

競技ロード・レース女子) 

第８回市町連絡調整会議及び第７回競技団体連絡調整会議開催 

国体競技別会期打ち合わせ(自転車競技)  

国体競技別会期打ち合わせ(ハンドボール競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第９回常任委員会開催 

29 

 

 

29. 5.10 

7.26 

7.31 

 

10.31 

 

30. 1.29 

 

30. 1.31 

30. 3.19 

第９回市町連絡調整会議及び第８回競技団体連絡調整会議開催 

第１回会場地市町宿泊担当者会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第10回常任委員会及び第76

回国民体育大会三重県準備委員会第６回総会開催 

第76回国民体育大会三重とこわか国体いなべ市準備委員会設立発

起人会開催 

第76回国民体育大会三重とこわか国体いなべ市準備委員会 

設立総会及び第１回総会 

第11回市町連絡調整会議 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第11回常任委員会におい

て、自転車競技（ロード・レース）（種別女子）の会場地として追

加選定される。 

30 

 

 

30. 4. 1 

5. 9 

5.21～22 

7.18 

7.23 

いなべ市教育委員会事務局に国体推進室を設置 

第11回市町連絡調整会議及び第９回競技団体連絡調整会議開催 

日本スポーツ協会・スポーツ庁による総合視察 

第76回国民体育大会（三重とこわか国体）の開催が正式決定 

第76回国民体育大会三重県準備委員会及び三重とこわか国体・三 



 

 

年度 年月日 経過概要 

30 

 

8. 2 

10. 2 

 

10.29 

12.13 

31. 2. 5 

 

 

 

2. 6 

 

 

 

重とこわか大会実行委員会第１回総会開催 

第76回国民体育大会いなべ市準備委員会第１回常任委員会開催 

第76回国民体育大会いなべ市準備委員会第２回総会及び三重とこ

わか国体いなべ市実行委員会第１回総会開催 

第12回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体競技別会期が決定 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回総務企画専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回競技式典専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回宿泊衛生専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回輸送交通専門委員会

開催 

31 

 

令和 

元年 

 

 

 

 

 

31. 4.17 

1. 5.17 

5.28 

7.25 

9.19 

 

11. 1 

11.18 

R2. 2. 4 

 

 

 

2. 5 

 

 

 

3.12 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回常任委員会開催 

第13回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回総会 

三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会第２回総会開催 

三重とこわか国体いなベ市庁内推進本部設置 

三重とこわか国体いなベ市庁内推進本部第１回会議 

市役所玄関にカウントダウンボード設置 

第14回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回総務企画専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回競技式典専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回宿泊衛生専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回輸送交通専門委員会

開催 

三重とこわか国体いなベ市実施本部設置 

２ R2. 5.15 

 

 

6. 1 

7.11～12 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回常任委員会（書面表

決） 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回総会（書面表決） 

第15回市町連絡調整会議 

競技別リハーサル大会（第25回ジャパンオープンハンドボールト

ーナネント）中止 



 

 

年度 年月日 経過概要 

２ 8. 4 

9.13 

 

12.21 

R3. 2.16 

3. 2 

3. 3 

 

 

 

3. 8 

3.17 

三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会第３回総会開催 

競技別リハーサル大会（第55回全国都道府県対抗自転車競技大会）

中止 

第16回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなベ市庁内推進本部第２回会議 

ハンドボール競技出前授業（阿下喜小学校） 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回競技式典専門委員会

（書面報告） 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回輸送交通専門委員会

（書面報告） 

第17回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回総務企画専門委員会

（書面表決） 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回宿泊衛生専門委員会

（書面表決） 

３ R3. 4 

 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第３回常任委員会（書面表

決） 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第４回総会（書面表決） 

※（下線）が、いなべ市関係 



ＭＥＭＯ


